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２
０
１
０
年
は
、「
国
際
生
物
多
様
性
年
」
さ
ら
に
、

日
本
が
議
長
国
と
な
る
生
物
多
様
性
条
約
第
10
回

締
約
国
会
議
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
の
開
催
の
年
と
あ
っ
て
、
さ

ぞ
か
し
、「
生
物
多
様
性
」
の
文
字
が
新
聞
や
テ
レ

ビ
を
賑
わ
す
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
き
や
、
さ
に
あ
ら

ず
。
ほ
と
ん
ど
話
題
に
も
な
ら
な
か
っ
た
。 

　
そ
も
そ
も
生
物
多
様
性
が
何
か
を
理
解
す
る
の
が

難
し
い
。
こ
の
言
葉
の
響
き
か
ら
は
、
単
に
絶
滅
危
惧

種
の
保
全
の
こ
と
と
誤
解
さ
れ
や
す
い
。 

　
一
言
で
い
え
ば
、
人
間
も
含
め
た
様
々
な
種
類
の
生

物
が
つ
な
が
り
を
持
っ
て
存
在
し
て
い
る
状
態
の
こ

と
だ
と
環
境
省
は
い
う
。
生
物
多
様
性
条
約
で
は
種
の

多
様
性
、
遺
伝
子
の
多
様
性
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
生
物

の
住
処
と
な
る
海
・
山
・
川
な
ど
を
含
む
生
態
系
の
多

様
性
の
こ
と
を
さ
し
て
い
る
。 

　
実
は
、
私
た
ち
の
毎
日
の
暮
ら
し
は
、
こ
の
多
様
な

生
物
た
ち
の
お
か
げ
で
、
水
、
酸
素
、
食
料
、
木
材
、
医

薬
品
、
ま
た
自
然
災
害
の
防
止
や
気
候
の
安
定
化
を
も

た
ら
す
森
林
の
恵
み
な
ど
、
様
々
な
自
然
の
恵
み
（
生

態
系
サ
ー
ビ
ス
）
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

　
と
こ
ろ
が
、
２
０
０
５
年
に
国
連
の
提
案
で
ま
と

め
ら
れ
た
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
生
態
系
評
価
」
で
は
、「
過

去
50
年
間
に
生
物
多
様
性
が
も
は
や
提
供
で
き
な
く

な
る
ほ
ど
に
損
な
わ
れ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
回

復
に
は
相
当
思
い
切
っ
た
政
策
の
転
換
が
必
要
で
あ

る
」
と
報
告
さ
れ
た
。 

　
急
激
な
人
口
増
加
や
、
経
済
発
展
に
と
も
な
う
生
物

資
源
の
乱
獲
、
農
薬
な
ど
に
よ
る
河
川
・
海
域
の
汚
染
、

生
息
地
を
奪
う
土
地
利
用
・
開
発
、
外
来
種
の
持
ち
込

み
な
ど
主
な
原
因
は
人
間
、
つ
ま
り
企
業
の
事
業
活

動
と
い
え
る
。
自
然
の
回
復
力
、
自
浄
能
力
が
人
間
の

収
奪
・
破
壊
の
ス
ピ
ー
ド
に
つ
い
て
い
け
な
く
な
っ

て
い
る
の
だ
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
２
０
０
９
年
環
境

ｇ
ｏ
ｏ
会
員
調
査
に
よ
る
と
、
生
物
多
様
性
に
関
す
る

環
境
問
題
に
責
任
を
持
っ
て
解
決
す
る
主
体
は
だ
れ

か
と
い
う
問
い
に
、「
企
業
」
と
答
え
た
の
は
た
っ
た

12
％
で
16
項
目
中
、
最
下
位
。
逆
に
「
わ
か
ら
な
い
」

と
い
う
回
答
が
21
％
で
一
番
多
い
。
認
知
度
の
低
さ
と

対
策
の
遅
れ
を
表
し
て
い
る
（
次
ペ
ー
ジ
表
１
）。 

　
一
度
損
な
わ
れ
た
生
物
多
様
性
を
取
り
戻
す
た
め

に
は
、
途
方
も
な
い
時
間
と
コ
ス
ト
が
必
要
と
な
る
。

企
業
に
と
っ
て
は
、
原
材
料
調
達
が
で
き
な
く
な
り
、

操
業
が
で
き
な
く
な
る
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
ほ
か
財

務
リ
ス
ク
、
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
被
害
な
ど
様
々
な
リ

ス
ク
が
想
定
さ
れ
る
（
次
ペ
ー
ジ
図
１
）。 

　
日
本
の
産
業
は
多
く
の
資
源
を
海
外
に
依
存
し
て

い
る
。
た
と
え
ば
木
材
は
８
割
、
食
品
は
カ
ロ
リ
ー

ベ
ー
ス
で
６
割
に
の
ぼ
る
。
安
い
買
い
付
け
が
で
き
れ

ば
利
益
は
増
え
る
が
、
後
で
違
法
伐
採
に
よ
る
木
材
だ

と
判
明
し
た
り
、
原
材
料
表
示
の
偽
装
に
つ
な
が
る
リ

ス
ク
を
か
か
え
る
こ
と
に
な
り
、
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ

を
著
し
く
傷
つ
け
る
要
因
と
も
な
り
か
ね
な
い
。 

    

　
資
源
が
豊
富
で
人
件
費
が
安
い
発
展
途
上
国
こ
そ

生
物
多
様
性
の
宝
庫
だ
。
調
達
に
は
、
よ
り
き
め
の

細
か
い
配
慮
が
必
要
だ
。
現
地
の
人
々
も
先
進
国
な

み
の
豊
か
さ
を
求
め
、
短
期
的
な
価
値
判
断
を
行
え

Ｃ
Ｓ
Ｒ
調
達
で
リ
ス
ク
を
チ
ャ
ン
ス
へ
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地球温暖化

大気汚染

酸性雨による森林被害

砂漠化

産業廃棄物の処理

土壌汚染・地下水汚染・海洋汚染

生物多様性

身近な自然破壊（里山・棚田の保全等）

ダイオキシン・農薬等の有害物質による汚染

ゴミの増大

騒音・震動・悪臭

外来種の流入

クリーンエネルギーの開発・実用化

省エネルギー

3R（リデュース／リユース／リサイクル）

エコライフ等の環境に配慮した生活
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わから
ない

最も責任があると思うもの（それぞれ2つまで）〔前年（2008年）と比較した変化〕
4ポイント以上増加
4ポイント以上低下

2ポイント以上増加
2ポイント以上低下

【表1】環境問題を責任を持って解決すべき主体

出典）2009年環境goo会員調査（アンケートリサーチ結果）より

操　業　関　連

リスク

●原材料調達コスト
の増大

●生産量・生産性の
低下、業務の中断

チャンス

●持続可能な生産プ
ロセスへの転換

●サプライチェーン
の強化

世　評　関　連

リスク

●ブランド・企業イ
メージの被害

●社会的操業許可の
危機

チャンス

●ブランドイメージ
の向上

●ステークホルダー
との関係強化

財　務　関　連

リスク

●融資条件の厳格化
による融資が受け
られない可能性

チャンス

●社会的責任を重視
する投資家へのア
ピール

法 規 制・法 律 関 連

●法規制違反による罰
金・訴訟・免許停止

●使用割当量の減少・
使用料金の発生

チャンス

●操業拡大の正式な
許可取得

●規制適合商品の開
発・販売

市 場・製 品 関 連

リスク

●グリーン調達推進
による顧客減少

●環境品質劣位による
市場競争力の低下

チャンス

●認証製品等の市場開拓
●新技術・製品の開発
●倫理観の強い消費
者へのアピール

社　内　関　連

リスク

●従業員の士気の低下

チャンス

●従業員の士気の向上

リスク

【図1】生物多様性のリスクとチャンスの例

出典）「生物多様性民間参画ガイドライン」より抜粋

ば
、
ど
う
し
て
も
希
少
な
種
の
絶
滅

を
招
い
て
し
ま
う
。 

　
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
本

業
を
通
じ
た
保
全
を
す
る
し
か
な
い
の

で
あ
る
。
事
業
が
及
ぼ
す
環
境
影
響
を

調
べ
る
こ
と
。
そ
し
て
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
を
き
ち
ん
と
把
握
し
て
、
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
行

う
こ
と
。
こ
れ
は
、
品
質
の
安
全
性
や

価
格
や
供
給
の
安
定
に
最
適
解
を
求
め

る
た
め
で
も
あ
る
が
、
昨
今
は
Ｃ
Ｓ
Ｒ

調
達
の
観
点
か
ら
も
欠
か
せ
な
い
経
営

管
理
手
法
に
な
っ
て
い
る
。 

  

　
ヤ
シ
ノ
ミ
洗
剤
で
有
名
な
サ
ラ
ヤ
株

式
会
社
で
は
、
２
０
０
４
年
に
当
該
商

品
の
販
売
中
止
を
求
め
る
投
書
騒
動
、

不
買
運
動
に
遭
遇
す
る
。 

　
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
パ
ー
ム
（
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
）
農
園

の
開
発
の
た
め
に
ボ
ル
ネ
オ
島
の
熱
帯
雨
林
が
破
壊
さ

れ
、
行
き
場
を
失
っ
た
小
ゾ
ウ
が
民
家
に
近
づ
き
、
罠
に

か
か
り
傷
つ
い
て
い
る
と
い
う
映
像
が
テ
レ
ビ
放
映
さ

れ
た
影
響
だ
っ
た
。
ヤ
シ
ノ
ミ
洗
剤
は
洗
浄
成
分
（
界
面

活
性
剤
）
に
、
コ
コ
ヤ
シ
か
ら
搾
る
ヤ
シ
油
と
ア
ブ
ラ
ヤ

シ
の
種
か
ら
搾
る
パ
ー
ム
核
油
を
併
用
し
て
い
る
。 

　「
手
肌
と
地
球
に
や
さ
し
い
」
と
い
う
コ
ピ
ー
で
販

売
し
て
い
た
だ
け
に
、
消
費
者
の
声
は
裏
切
ら
れ
た
と

い
う
思
い
が
強
か
っ
た
よ
う
だ
。
即
座
に
社
長
自
ら
が

現
地
に
飛
び
、
視
察
し
た
の
ち
に
パ
ー
ム
油
の
生
産
者
、

流
通
販
売
、
現
地
住
民
な
ど
が
集
う
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
（
持
続

可
能
な
パ
ー
ム
油
の
た
め
の
円
卓
会
議
）
に
率
先
し
て

参
加
、
ま
た
マ
レ
ー
シ
ア
・
サ
バ
州
野
生
動
物
局
と
ゾ

ウ
の
救
出
活
動
に
乗
り
出
す
。 

　
現
在
は
マ
レ
ー
シ
ア
国
内
に
ボ
ル
ネ
オ
・
コ
ン
サ

ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ト
ラ
ス
ト
（
B
C
T
）
の
設
立
に
参
加

し
、
開
発
で
分
断
さ
れ
て
し
ま
っ
た

地
域
で
、
ゾ
ウ
や
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン

が
行
き
来
で
き
る
キ
ナ
バ
タ
ン
ガ

ン
河
沿
い
の
土
地
を
買
い
戻
す
た

め
に
、
売
り
上
げ
の
１
％
を
投
ず
る

「
緑
の
回
廊
計
画
」
を
実
践
し
て
い
る
。

ま
た
、
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
で
は
業
界
全
体
が

持
続
可
能
な
パ
ー
ム
油
を
扱
う
べ
く
、

認
証
取
引
シ
ス
テ
ム
構
築
に
も
関

わ
っ
て
い
る
。 

　
パ
ー
ム
油
の
約
９
割
は
現
在
、
食

用
油
と
し
て
カ
ッ
プ
麺
や
フ
ラ
イ
、

　
サ
ラ
ヤ
の
取
り
組
み
事
例
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チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
ク
ッ
キ
ー
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
。

今
後
は
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
利
用
も

進
め
ば
、
ま
す
ま
す
熱
帯
雨
林
の
保
全
に
向
け
た
取

り
組
み
が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。 

　
サ
ラ
ヤ
の
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
本
業
で
取
り
組
む
リ

ス
ク
回
避
は
、
裏
返
せ
ば
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
い
え

る
。
特
に
オ
ー
ナ
ー
経
営
者
で
あ
れ
ば
こ
そ
の
迅
速
な

決
断
と
実
行
力
が
光
る
取
り
組
み
だ
。 

  

　
リ
コ
ー
の
取
り
組
み
は
90
年
代
か
ら
始
ま
っ
て
い

る
。
現
在
は
世
界
の
８
地
域
に
お
い
て
現
地
で
活
躍
す

る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
と
も
に
、「
リ
コ
ー
森
林
生
態
系
保
全
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
携
わ
る
。
そ
の
思
想
は
、
企
業
が
存

続
し
て
い
く
た
め
に
、
人
間
社
会
が
健
全
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
こ
れ
を
支
え
て
い
る
生

態
系
や
生
物
多
様
性
が
持
続
的
に
保
全
さ
れ
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
と
し
、
リ
コ
ー
で
は
こ
れ
をThree Ps 

（Planet, People, Profit

）Balance

と
呼
ぶ
。 

　
活
動
は
２
０
５
０
年
長
期
環
境
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
、

企
業
の
責
任
と
し
て
地
球
環
境
へ
の
負
荷
削
減
と
再

生
能
力
を
支
え
る
生
物
多
様
性
の
保
全
を
大
事
に
考

え
な
が
ら
進
め
る
と
い
う
。 

　
リ
コ
ー
は
複
写
機
や
プ
リ
ン
タ
ー
を
販
売
し
て
大

量
に
紙
を
消
費
す
る
の
で
、
森
林
保
全
は
罪
滅
ぼ
し
の

よ
う
に
映
る
向
き
も
あ
る
が
、
持
続
可
能
な
社
会
の
た

め
の
生
物
多
様
性
保
全
を
目
指
し
て
い
る
。 

　
本
業
の
環
境
負
荷
削
減
は
、
２
０
５
０
年
ま
で

に
省
エ
ネ
・
温
暖
化
防
止
と
汚
染
予
防
の
２
分
野

で
２
０
０
０
年
度
比
で
１
／
８
、
省
資
源
・
リ
サ
イ

ク
ル
の
分
野
で
２
０
０
７
年
度
比
で
１
／
８
に
す

る
と
い
う
数
値
目
標
を
ど
こ
よ
り
も
早
く
発
表
し

て
い
る
。
２
０
０
９
年
３
月
に
は
「
リ
コ
ー
グ
ル
ー

プ
生
物
多
様
性
方
針
」
を
発
表
し
、
企
業
存
続
の
た

め
の
重
要
課
題
と
位
置
付
け
た
。 

　
原
材
料
・
部
品
調
達
を
含
む
全
事
業
活
動
に
お
い
て
、

生
物
多
様
性
へ
の
影
響
の
把
握
と
削
減
、
優
先
順
位
付

け
、
技
術
開
発
の
促
進
、
地
域
と
の
連
携
、
全
員
参
加

の
活
動
、
環
の
拡
大
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
テ
ー

マ
に
評
価
を
分
析
中
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

　
先
進
的
な
リ
コ
ー
や
サ
ラ
ヤ
を
追
う
よ
う
に
し
て
、

こ
の
数
年
、
自
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
引
き
寄
せ
て
、「
生

物
多
様
性
」
と
の
関
わ
り
を
分
析
し
、
先
手
を
打
と
う

と
い
う
企
業
も
あ
ら
わ
れ
は
じ
め
た
。 

　
２
０
０
８
年
６
月
に
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
９
の
議
長
国
で
あ
っ

た
ド
イ
ツ
政
府
の
主
導
で
「
ビ
ジ
ネ
ス
と
生
物
多
様

性
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
が
発
足
し
た
。
日
本
か
ら
も
リ

コ
ー
、
サ
ラ
ヤ
、
積
水
ハ
ウ
ス
、
鹿
島
、
三
井
住
友
海

上
火
災
保
険
、
富
士
通
な
ど
９
社
が
参
加
し
、
合
計

40
社
ほ
ど
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
宣
言
に
サ
イ
ン
し
て

い
る
（
09
年
に
電
通
も
参
加
し
、
現
在
は
10
社
）。 

　
国
内
で
も
同
年
４
月
に
レ
ス
ポ
ン
ス
ア
ビ
リ
テ
ィ

の
足
立
直
樹
氏
を
事
務
局
長
と
し
て
、「
企
業
と
生
物

多
様
性
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｂ
）」
が
発
足
し
、

メ
ン
バ
ー
同
士
の
勉
強
会
や
生
物
多
様
性
と
自
社
の

関
係
性
マ
ッ
プ
の
作
成
や
、
指
標
づ
く
り
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
２
０
１
０
年
２
月
10
日
現
在
、
本
会

員
30
社
、
ネ
ッ
ト
会
員
は
10
社
。
筆
者
が
所
属
す
る
東

北
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
の
環
境
機
関
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
と
も
共
同
活
動
テ
ー
マ
の
策
定
中
で
あ
る
。 

   

　
環
境
省
で
は
、
企
業
な
ど
の
民
間
事
業
者
が
生

物
多
様
性
の
保
全
と
持
続
可
能
な
利
用
に
貢
献
す

る
際
の
手
引
と
し
て
、「
生
物
多
様
性
民
間
参
画
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
、
２
０
０
９
年
８
月
に

公
表
し
た
。
検
討
委
員
と
し
て
、
筆
者
も
関
わ
っ

た
が
、
企
業
活
動
が
原
材
料
調
達
、
遺
伝
情
報
の

活
用
な
ど
様
々
な
場
面
で
生
物
多
様
性
に
影
響
を

与
え
た
り
、
ま
た
そ
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
こ
と

を
い
か
に
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
か
が
ポ
イ
ン

ト
で
あ
っ
た
。 

　
指
針
に
は
企
業
が
、
生
物
多
様
性
の
保
全
に
取

り
組
む
に
あ
た
っ
て
認
識
す
べ
き
理
念
、
進
め
方
、

取
り
組
み
の
方
向
、
基
本
原
則
な
ど
と
と
も
に
、

考
慮
す
べ
き
視
点
と
し
て
、
左
記
項
目
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。 

①
地
域
重
視
と
広
域
的
な
認
識  

②
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
連
携
と
配
慮  

③
社
会
貢
献  

④
地
球
温
暖
化
対
策
等
そ
の
他
の
環
境
対
策
等
と
の
関
連  

⑤
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
考
慮  

⑥
生
物
多
様
性
に
及
ぼ
す
影
響
の
検
討  

⑦
事
業
者
の
特
性
・
規
模
等
に
応
じ
た
取
り
組
み 

　
ま
た
参
考
編
で
は
、
実
践
の
た
め
の
ヒ
ン
ト
と
し

て
取
り
組
み
の
参
考
例
、
関
連
情
報
、
関
連
す
る
法

令
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
て
、
便
利
な
１
冊
に
仕

上
が
っ
て
い
る
。
海
外
事
例
に
つ
い
て
は
生
態
系
サ

ー
ビ
ス
レ
ビ
ュ
ー
（
Ｅ
Ｓ
Ｒ
）
を
参
照
す
る
と
よ
い
。 

生
物
多
様
性
民
間
参
画
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

 

　
リ
コ
ー
の
取
り
組
み
事
例
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東
北
大
学
生
態
適
応
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
特
任
教
授
。
同
環
境

機
関
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
事
務
局
長
。
早
稲
田
大
学
卒
業
。
カ
タ
ロ

グ
ハ
ウ
ス
の
前
身
・
東
京
子
ど
も
教
育
セ
ン
タ
ー
で
編
集
、
企
画

制
作
。
広
告
本
部
副
本
部
長
を
経
て
、（
社
）
日
本
通
信
販
売
協

会
へ
員
外
理
事
と
し
て
出
向
。
1
9
9
8
年
取
締
役
情
報
シ
ス

テ
ム
部
長
就
任
、
環
境
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
歴
任
。「
エ
コ
ひ
い

き
事
業
部
」
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
協
働
で
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
支
援

な
ど
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
実
践
に
関
わ
っ
た
後
、
０８
年
１１
月
よ
り
現
職
。 

　
竹
本 

徳
子
（
た
け
も
と
・
の
り
こ
） 

   
　
Ｃ
Ｏ
２
は
見
え
な
い
け
れ
ど
測
る
こ
と
は
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
「
生
物
多
様
性
」
は
見
る
こ
と
も
、
匂

う
こ
と
も
、
測
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
企
業
の
よ
う
に

数
値
で
目
標
管
理
を
や
っ
て
い
く
組
織
に
は
面
倒
な

管
理
対
象
だ
。 

　
生
物
多
様
性
の
保
全
に
関
わ
る
最
大
の
イ
ン
パ
ク

ト
は
土
地
利
用
に
あ
る
だ
ろ
う
。
当
面
の
課
題
は
何
よ

り
も
、
こ
れ
以
上
、
環
境
に
著
し
い
影
響
が
あ
り
そ
う

な
開
発
は
回
避
す
る
。
回
避
で
き
な
い
場
合
は
低
減
す

る
。
そ
れ
で
も
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
開
発
者
自
ら

が
適
確
な
オ
フ
セ
ッ
ト
を
行
う
と
い
う
仕
組
み
を
市

場
メ
カ
ニ
ズ
ム
も
動
員
し
、
構
築
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

　
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
開
発
あ
り
き
で
進
め
る
環
境

ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
、
も
う
通
用
し
な
い
時
代
だ
。
現
在
、

審
議
中
の
戦
略
的
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
期
待
す
る

も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
生
態
系
の
定
量
評
価
と

い
う
科
学
的
な
モ
ノ
サ
シ
が
必
要
と
な
る
。
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
は
開
発
の
事
前
と
事
後
に
行
い
、
継
続
し
て
地
域

の
変
化
を
見
守
る
必
要
が
あ
る
。 

　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
項
目
も
最
低
限
の
共
通
化
を
図
り
、

地
域
で
協
力
し
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
し
、
共
有

デ
ー
タ
と
し
て
研
究
し
て
い
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
も
大
切
だ
。 

　
自
然
は
不
確
実
性
が
高
く
、
ま
た
地
域
に
よ
る
固
有

種
も
多
い
た
め
、
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。
モ

デ
リ
ン
グ
や
統
計
手
法
な
ど
あ
ら
ゆ
る
英
知
を
注
ぎ

込
み
、
科
学
者
、
社
会
学
者
、
文
化
人
類
学
者
な
ど
の

学
識
経
験
者
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
市
民
の
力
を
総
動
員
し
て
、

い
か
に
す
れ
ば
持
続
可
能
な
方
法
で
、
次
世
代
に
地
球

を
残
せ
る
か
、
オ
ー
プ
ン
討
議
が
必
要
だ
ろ
う
。
こ
う

し
た
場
を
東
北
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
の
環
境
機

関
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
は
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。 

　
開
発
に
直
接
関
わ
ら
な
い
企
業
は
、
本
業
の
調
達
や

自
社
環
境
の
生
物
多
様
性
を
保
全
し
よ
う
。
そ
し
て
、

自
ら
の
保
全
活
動
の
意
味
を
把
握
し
、
そ
れ
を
わ
か

り
や
す
く
顧
客
へ
ア
ピ
ー
ル
し
て
、
啓
蒙
と
同
時
に

ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
よ
う
。
リ
ク
ス
を
チ
ャ
ン
ス
へ

変
え
る
と
い
う
経
営
戦
略
が
望
ま
し
い
。
そ
の
た
め

の
ツ
ー
ル
と
し
て
の
Ｆ
Ｓ
Ｃ
、
Ｍ
Ｓ
Ｃ
な
ど
の
認
証

制
度
や
そ
の
マ
ー
ク
を
自
ら
の
手
で
普
及
さ
せ
る
仕

組
み
、
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
（
途
上
国
に
お
け
る
森
林
減
少
・
劣

化
に
由
来
す
る
排
出
の
削
減
）
の
仕
組
み
の
活
用
も

新
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
だ
。
う
ま
く
い
け
ば
気
候
変

動
の
取
り
組
み
と
リ
ン
ク
す
る
。 

　
こ
れ
か
ら
の
重
要
な
キ
ー
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
、

３
Ｒ
対
策
と
生
物
多
様
性
保
全
の
対
策
を
な
る
べ
く

統
一
さ
せ
、
環
境
管
理
計
画
と
し
て
一
本
化
し
て
い
く

こ
と
。
い
く
つ
も
の
バ
ラ
バ
ラ
な
そ
の
場
限
り
の
対
策

で
は
な
く
、
理
路
整
然
と
自
社
の
環
境
負
荷
を
長
い
目

で
と
ら
え
、
リ
タ
ー
ン
が
す
ぐ
に
求
め
ら
れ
な
い
と
し

て
も
、
骨
太
の
施
策
と
し
て
従
業
員
全
員
に
理
解
し
て

も
ら
う
こ
と
が
重
要
と
な
る
。 

　
同
時
に
、
で
き
る
だ
け
長
い
休
暇
を
従
業
員
が
持
て

る
よ
う
な
雇
用
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
彼
ら
が
家
族
と

と
も
に
個
人
レ
ベ
ル
で
も
自
然
に
接
す
る
機
会
を
増
や

し
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
て
い
く
サ
ポ
ー
ト
も

重
要
な
課
題
の
ひ
と
つ
と
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。 

　「
人
」
こ
そ
が
何
も
の
に
も
代
え
が
た
く
、
自
社
ば

か
り
で
な
く
、
地
球
を
も
救
う
た
め
に
必
要
欠
く
べ
か

ら
ざ
る
資
源
で
あ
る
。
育
つ
ま
で
に
は
時
間
も
か
か
り
、

手
間
も
か
か
る
が
、
こ
こ
に
も
生
態
系
の
保
全
と
同
じ

く
ロ
バ
ス
ト
ネ
ス
（
頑
健
性
）
と
、
リ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
回

復
力
）
を
植
え
付
け
る
こ
と
が
肝
心
だ
。
志
を
忘
れ
ず
、

難
局
を
乗
り
切
る
知
恵
と
勇
気
は
、
柔
軟
な
思
考
か
ら

し
か
生
ま
れ
な
い
。 

　
結
局
、
す
べ
て
の
環
境
問
題
は
人
間
の
欲
と
の
闘

い
、
消
費
の
問
題
だ
。
持
続
可
能
な
消
費
の
範
囲
を

知
り
、
い
わ
ゆ
る
「
足
る
を
知
る
」
暮
ら
し
の
素
晴
ら

し
さ
を
自
社
製
品
、
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
を
通
し
て
訴

え
て
い
く
こ
と
が
、
生
物
多
様
性
保
全
に
関
わ
る
す

べ
て
の
企
業
の
責
任
で
あ
り
、
信
頼
の
構
築
に
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

CEL

課  

題  
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